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1]新ホモサピエンス(初期) 130,000(年) /4,300 286(sieverts)
2]古代のホモサピェンス 400,000 /13,300 880
3]ホモエレクタス(直立) 1,800,000 /60,000 3960
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著者は 京都大学理学部において 1954年から4年間 地球物理学専攻の名の下に 理学部の
すべての学科の講義や演習､実験､実習などにおいて学習することができた｡当時は､理学部
学生は､理学部内の教育科目を葦択することができた｡著者は､とくに､物理学科および数学
科の科目を多数選択し､一般力学(古典力学)､光学､電磁気学､流体力学､弾性体力学､統計
力学などを履修し､さらに､電気力学､量子力学､その他､当時の先端的な物理学につながる
実験にも参加したO物理学の眼で地球を見るという時代というよりは､地球物理学は､地球の
実態を観潮によって把握する時代であった｡
現在､地球科学の進展も顕著で､地球上の多くの現象が､物理学的問題としてのみならず､化
学的問題､生物学的問題､地質鉱物学的問題に新風が吹き込まれているO地球上の環境問題も､
さらに発展して､宇宙環境における地球の問題においても､すぼらしい研究の進展によって､
新しい発見や知見が報じられるようになってきた｡
それでも､このような問題にたずさわる研究者が満足に安定した生活が確保され､あわせて､
研究に必要な条件が十分に整備されていることが必要であるOかつて､研究推進の原動力は､
ハングリー 精神であるといわれてきたOしかし､研究が国際的になってくると､それだけでは
十分ではないことも明らかになってきた｡
最近のノーベル物理学賞受賞の対象となった素晴らしいカミオカンデで使用されている光電
増倍管は､著者が大学在学中に受信機などに利用されていた｡ただし､原理は同じであってもI
目的によっては大変高度な技術が必要であり､その技術が十分に発揮されるためには､経済的
な問題のほかに､関係する多くの人々の心患気が必要である｡人のこころは､物質的なものな
どでおきかえることのできないものであるO
最近の報道で紹介された長崎大学の研究成果によると､検体としてのマウスの群れに､遺伝子
のひとつに放射線障害の異常があるマウスを1匹だけいれておくとき､この群れでは､世代を
かさねるとともに､異常な遺伝子の拡散がみとめられ､およそ30世代になると､群れのなかに
異常な遺伝子が一部分離した状態になってしまった個体があらわれることがわかったと伝え
られている｡人為的なマウスの実験例で､このようなことが起こるのであれば､ある自然現象
で､強力な放射線被曝を受けると人類は数世代の後まで放射線障害を遺伝形質として継承して
いくことになることが予測される｡これが､ここで､本文を記述する重要な"ひきがね"となっ
たことは確かである｡
関係各位の御理解を得て､今後､21世紀の人類が抱える重要な問題のひとつとして､関連研究
の進展がはかられ､さらには､その間層-の適切な対処を導くことになれば､著者の一文-の
回答あるいは解決策も21世紀のうちに得られることであろうと期待している｡
lShigehisaNakamura､2007-8-11】
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